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小
さ
な
一
歩
か
ら
始
ま
る 

新
た
な
経
済
圏

小
布
施
で
北
信
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ

ー
ル
の
活
動
が
始
ま
っ
た
。
こ
れ
を
機

に
改
め
て
原
点
を
振
り
返
ろ
う
。

現
在
、
日
本
で
は
コ
メ
離
れ
が
進
ん

で
い
る
。
多
様
な
食
を
楽
し
む
と
い
う

食
生
活
の
大
転
換
が
起
き
て
い
る
か
ら

だ
。
コ
メ
に
固
執
し
て
い
る
と
、
消
費

者
の
変
化
に
対
応
で
き
な
い
。
結
果
的

に
自
給
率
が
下
が
っ
て
い
く
。
現
に
水

田
の
約
３
分
の
１
が
休
耕
田
に
な
っ
て

い
る
。
一
方
、
畑
作
物
、
特
に
穀
物
は

世
界
水
準
の
収
量
に
達
し
て
い
な
い
。

ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
の
原
点
は
こ

の
よ
う
な
農
業
へ
の
問
題
意
識
で
あ
る
。

「
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
が
目
指
す

べ
き
は
、
地
域
ユ
ニ
ッ
ト
内
の
﹃
自
給

圏
﹄
で
す
。
つ
ま
り
、
食
料
は
地
産
地

消
、
住
宅（
木
材
）も
地
産
地
消
、
電
力

も
地
産
地
消
が
原
則
で
す
。
ユ
ニ
ッ
ト

内
の
物
質
循
環
、産
業
循
環
、経
済
循
環

が
可
能
な
単
位
と
い
え
ま
す
。（
中
略
）

地
元
で
栽
培
し
た
、
現
在
自
給
率
の

低
い
大
豆
や
小
麦
な
ど
の
穀
物
を
ベ
ー

ス
に
し
た
加
工
食
品
を
つ
く
る
。
同
じ

く
自
給
率
の
低
い
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

日
本
に
は
、
自
然
環
境
や
歴
史
的
つ
な

が
り
、
郷
土
愛
、
現
在
の
経
済
圏
な
ど
地

元
住
民
か
ら
見
て
一
体
感
の
あ
る
地
域
が

１
０
０
～
１
５
０
ほ
ど
あ
る
。
農
村
が
広

域
連
合
を
形
成
し
住
民
が
一
体
感
を
も
っ

て
、
将
来
の
目
標
を
戦
略
的
に
選
択
で
き

る
新
し
い
経
済
圏
を
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ

ー
ル
と
呼
ん
で
い
る
。
長
野
県
に
は
ス
マ

ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
と
な
り
得
る
地
域
が

７
つ
あ
る
。北
信
地
方
は
そ
の
ひ
と
つ
だ
。

北
信
、小
布
施
を
拠
点
に
活
動
を
開
始

「
北
信
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
活
動
の

キ
ッ
ク
オ
フ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
９
月

3
日
、小
布
施
町
で
開
催
さ
れ
た
。
今
回
、

北
信
地
方
で
活
動
を
始
め
る
に
当
た
り
、

ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
協
会
と
小
布
施

ま
ち
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
Ｈ
Ｕ
Ｂ
（
ハ
ブ
）

の
活
動
を
、２
０
１
９
年
度
の
環
境
省「
地

域
循
環
型
共
生
圏
つ
く
り
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
」
事
業
に
申
請
し
た
。
将
来
の
地
域

長
野
県
で
新
た
な

市
民
活
動
が
ス
タ
ー
ト

北
信
、小
布
施
町
で
キ
ッ
ク
オ
フ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

東
信
、子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
栽
培
に
よ
る
耕
畜
連
携
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の
構
想
と
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
、
計

画
を
推
進
し
て
い
く
組
織
を
つ
く
る
こ
と

が
、
こ
の
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
た
。
な

お
、
環
境
省
の
「
地
域
循
環
型
共
生
圏
」

と「
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
」は
、地
域

内
で
食
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
を
循
環
さ

せ
、
持
続
可
能
で
自
立
し
た
地
域
を
目
指

す
こ
と
な
ど
の
考
え
方
が
共
通
し
て
い
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
農
業
を
核
と

し
た
自
立
と
、
分
散
型
農
村
に
よ
る
共
創

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
テ
ー
マ
に
、
協
会
理

事
長
兼
会
長
の
中
田
康
雄
が
ス
マ
ー
ト
・

テ
ロ
ワ
ー
ル
の
趣
旨
と
全
体
像
を
紹
介
し

た
。
講
師
と
し
て
招
か
れ
た
の
は
、
環
境

省
大
臣
官
房
環
境
計
画
計
画
官
で
元
長
野

県
副
知
事
の
中
島
恵
理
氏
で
あ
る
。
中
島

氏
は
、「
小
布
施
町
に
お
け
る
地
域
循
環

共
生
圏
づ
く
り
へ
の
期
待
」
と
題
し
た
講

演
の
な
か
で
、
小
水
力
発
電
や
太
陽
光
発

電
、
農
畜
産
物
の
加
工
、
街
並
み
づ
く
り

な
ど
、
小
布
施
町
で
は
す
で
に
価
値
の
あ

気づき
中田康雄 の

る
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
る
と
評
価
し

た
。
そ
し
て
、
今
後
は
そ
れ
ぞ
れ
単
一
の

取
り
組
み
を
統
合
的
な
取
り
組
み
に
変
え

る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
と
い
う
趣
旨
を
伝
え
た
。

会
場
に
は
、
小
布
施
町
長
を
は
じ
め
、

小
布
施
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
、
小
布
施
町北信スマート・テロワール活動のキックオフ・シンポジウム
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た
蓼
科
牛
を
店
で
提
供
し
た
い
。
そ
う
す

る
こ
と
で
、
立
科
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産

の
取
り
組
み
が
広
が
る
と
い
う
の
は
、
と

て
も
夢
が
あ
る
話
だ
と
思
う
」

角
田
大
徳
氏
は
、
か
つ
て
牛
舎
に
隣
接

す
る
牧
草
地
だ
っ
た
土
地
を
活
用
し
、
ま

ず
は
２
０
２
０
年
か
ら
０
・
６
ha
で
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
の
栽
培
し
よ
う
と
準
備
を
始
め

た
。
８
月
27
日
に
は
、
岩
手
県
花
巻
市
で

水
稲
、
麦
、
大
豆
、
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

の
生
産
を
手
掛
け
る
㈲
盛
川
農
場
の
盛
川

周
祐
氏
を
訪
ね
、
栽
培
の
機
械
技
術
体
系

と
、
収
穫
後
の
乾
燥
調
製
や
出
荷
ま
で
の

技
術
を
学
ん
だ
。
農
場
の
視
察
後
は
、
盛

川
氏
ら
の
グ
ル
ー
プ
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を

出
荷
し
て
い
る
「
白
金
豚
」
の
高
源
精
麦

㈱
代
表
取
締
役
社
長
の
高
橋
誠
氏
と
懇
親

会
を
開
い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

を
栽
培
す
る
。
そ
の
餌
で
育
っ
た
肉
類

を
加
工
し
、
地
元
で
食
す
。
地
元
で
愛

さ
れ
る
食
べ
物
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
地

域
に
し
か
な
い
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
誇
り

が
生
ま
れ
、愛
着
が
深
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

私
の
提
案
は
、
地
域
に
立
脚
し
、
地

域
が
栄
え
る
自
給
圏
＝
あ
ら
た
な
経
済

圏
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
考
え
方
で
す
」

（
故
・
松
尾
雅
彦
氏
の
著
書『
ス
マ
ー
ト
・

テ
ロ
ワ
ー
ル
』
よ
り
抜
粋
）

私
は
小
布
施
町
で
畜
産
と
農
業
と
食

品
加
工
を
連
結
す
る
壮
大
な
夢
に
挑
戦

し
て
い
る
若
者
に
出
会
っ
た
。
㈱
小
布

施
牧
場
代
表
の
木
下
荒
野
氏
で
あ
る
。

木
下
氏
は
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
の
牛
を
放

牧
型
で
10
頭
ほ
ど
飼
育
し
、
完
熟
堆
肥

を
還
元
し
た
農
地
で
、ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

牧
草
、
麦
わ
ら
な
ど
を
飼
料
に
使
用
し

て
い
る
。
ま
た
、
牛
乳
か
ら
ジ
ェ
ラ
ー

ト
と
チ
ー
ズ
を
製
造
す
る
加
工
販
売
業

も
展
開
し
て
、
牧
場
の
近
く
に
販
売
所

を
設
け
地
元
の
人
々
に
提
供
し
て
い
る
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
牧
場
の
隣
地
の
休

耕
地
を
農
家
か
ら
借
り
て
栽
培
し
て
い

る
。
牧
場
の
周
囲
に
は
、
ほ
か
に
も
休

耕
地
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
る
。
木
下

氏
は
こ
れ
を
活
用
し
て
牧
場
と
畑
地
を

徐
々
に
拡
大
し
て
い
こ
う
と
意
気
込
ん

で
い
る
。

ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
挑
戦
だ
が

ま
さ
に
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
実
現

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
る
と
い
え

る
。
こ
う
し
た
若
手
農
家
の
勇
気
あ
る

挑
戦
に
惜
し
み
な
い
拍
手
を
送
り
た
い
。

の
住
民
の
ほ
か
、
長
野
県
行
政
関
係
者
、

先
行
し
て
東
信
で
活
動
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
の
会
員
ら
な
ど
、
約
１
０
０
人
が
参

席
し
た
。
今
後
は
「
小
布
施
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
」
な
ど
地
域
住
民
が
中
心
と
な
っ

て
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。

東
信
で
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
栽
培 

へ
の
取
り
組
み
を
開
始

東
信
地
方
で
、
市
民
活
動
を
展
開
し
て

き
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
信
州
ま
ち
づ
く
り
研
究

会
が
、
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル
の
取
り

組
み
と
し
て
耕
畜
連
携
へ
の
第
一
歩
を
踏

み
出
し
た
。
現
在
ほ
と
ん
ど
を
輸
入
に
頼

っ
て
い
る
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
東
信

で
栽
培
し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
だ
。

信
州
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
で
は
７
月
27

日
、
第
４
回
「
東
信
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ

ー
ル
研
究
会
」

に
お
い
て
「
子

実
と
う
も
ろ
こ

し
栽
培
に
よ
る

耕
畜
連
携
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
研

修
会
を
実
施
し

た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
会

員
と
コ
メ
の
生

産
者
を
対
象

に
、
本
誌
の
昆

吉
則
編
集
長
、

農
機
メ
ー
カ
ー

の
ス
ガ
ノ
農

機
、
種
子
を
扱
う
パ
イ
オ
ニ
ア
エ
コ
サ
イ

エ
ン
ス
が
講
師
を
務
め
た
。
来
場
者
は
、

水
稲
作
を
含
め
た
畑
作
技
術
体
系
の
あ
り

方
、
作
物
に
必
要
な
土
づ
く
り
、
異
常
気

象
に
負
け
な
い
汎
用
田
づ
く
り
、
子
実
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
の
栽
培
方
法
を
学
ん
だ
。

研
修
会
の
参
加
者
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
会
員
で
も

あ
る
㈱
い
っ
と
う
代
表
取
締
役
社
長
の
角

田
大
徳
氏
が
、
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
栽
培

に
名
乗
り
を
上
げ
た
。
大
徳
氏
は
、
立
科

町
で
焼
き
肉
店
「
蓼
科
牛
い
っ
と
う
」
を

経
営
し
て
お
り
、
父
の
敏
明
氏
は
㈱
角
田

牧
場
を
経
営
し
牛
を
肥
育
し
て
い
る
。
大

徳
氏
が
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
栽
培
し
、

敏
明
氏
が
飼
料
に
使
用
し
、
堆
肥
を
畑
で

使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
親
子
で
耕
畜

連
携
を
図
ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
。

「
立
科
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
食
べ
て
育
っ

盛川農場でトウモロコシの機械技術体系や乾燥調製を学ぶ視察団。
右から盛川周祐氏、農事組合法人飯嶋農園理事の飯島光樹氏、㈱
いっとうの角田大徳氏、NPO法人信州まちづくり研究会会長の安江
髙亮氏、本誌編集長昆吉則。

「蓼科牛いっとう」の焼肉

㈱角田牧場の蓼科牛
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